
見沼自然散策 2026.7.11 

見沼たんぼ地域ガイドクラブ 

 

 

 

 

 

 

 

カラスウリ雌花 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カラスウリ雄花 

カラスウリの花は暗くなる

ころに開く。花が待つのは

長い口吻を持つ大きな蛾。

花の後ろ側の長い筒の奥

に蜜を用意して待つ。 

→カラスウリの花にやって

きたスズメガ。白い花は暗

い中でも目立ち、香りを放

つことでも虫を呼ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

スズメガ 

 

 

 

 

 

 

 

ヤブミョウガ 

←林の中で群れ咲くヤブミ

ョウガ。茗荷の葉に似た葉

を持つのでついた名だが、

ツユクサの仲間。秋に青い

実をつける。 

 

ウマノスズクサの花は大き

な口を拡げ、虫を呼ぶ。中

に入った虫は下向きの毛に

阻まれて出てこれないが 

翌日は花が横向きに。 → 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウマノスズクサ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジャコウアゲハ 

 

 

 

 

 

 

アカタテハ 

コアオハナムグリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マメコガネ 

ウラギンシジミは 

成虫越冬 

葉の陰にじっとしている 

 

クビキリギスも 

成虫越冬 

紅い口が目立つ 

ニジュウヤホシテントウ 

↑ジャコウアゲハは有毒

のウマノスズクサが食

草。体内に毒を取り込み、

鳥に食べられないように

しているとか 

 
←ニジュウヤホシテントウ

はナス科などの植物を食

べる 

 

 

 

 

 

 

コ 

チョウトンボ 

ウラギンシジミは 

成虫越冬 

葉の陰にじっとしている 

 

クビキリギスも 

成虫越冬 

紅い口が目立つ 

コシアキトンボ 

← 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アジアイトトンボ 

 

 

 

 

 

 

 

ベニイトトンボ 

チュウゴクアミガサハゴ

ロモはカメムシの仲間で

幼虫も成虫も枝などに口

を刺して樹液を吸うが、

対象種が多岐にわたり、

集団で吸うため木が弱る

ことがあり、警戒されて

いる。翅の白い三角形の

模様が目印（日本産は丸

い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
チュウゴクアミガサハゴロモ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セグロセキレイ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シジュウカラ 

 

コガネグモ シロツメクサ
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